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1 はじめに

IT (Information Technology)や ICT(Infor-

mation & Communication Technology)は.企

業活動や我々の日常生活に大きな影響を与える

だけでなく.教育分野においても.新たな変革

をもたらしている。例えば，数年前から MOOC

(Massive Open Online Course)と呼ばれる無

料で学ぶことのできる大規模公開オンライン講
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座も急速に普及し.教育のオープン化や多様化

も進んでいる。また総務省は，文部科学省と連

携し教育分野における ICT利活用のさらな

る普及・展開を推進するために.平成26年度か

ら「先導的教育システム実証事業Jを進めてお
り1) 今後はさらに教育と ICTとの関係が深

化するものと思われる。

大学などの学校教育においても.反転学習

やアクテイブ・ラーニング.PBL (Problem 

Based Learning)に基づいた協働型・双方向

型の授業運営が推進されるとともに.効果的・

効率的な学習のために ICTツールの利活用が

求められている。これらを背景に eラーニン

グなどの導入・整備が進められているが.その

利活用状況については千差万別であろう。青木

らは.ICTを利用して行う教育や学習すべて

を eラーニングと定義し.2009年度と2010年

度に活用状況調査を行っている2)。その結果と

して.大学でのパワーポイント等スライドの授

業中利用率は非常に高いが (2010年度調査にお

ける大学での利用率は85.9%に学習管理シス

テム (LMS:Learning Management System) 

の導入率は40.2%であることが報告され.アメ

リカや韓国などの諸外国に遅れを取っている現

状が指摘されている。つまり. ICTツールの

利用は進みつつあるものの.まだ LMSなどの

1) 総務省 (2016)p.366を参照。
2) 背木 (2012)pp.26-42を参照。
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積極的利活用の段階には至っていないといえる。 を目的とする。著者らは 約10年にわたり経営

特に最近では講義科目においても対面授業と 情報教育研究部会(以下，研究部会)を開催し

eラーニングを組み合わせて授業を行う『プレ

ンデイツド・ラーニングj3)が注目され，実践

的な取り組みやその効果についても種々報告さ

れるようになり(例えば [1，3， 4， 5， 6， 14， 

15]など)， eラーニングを含む授業形態は今

後ますます発展することが予測される。そのた

め，プレンデイッド・ラーニングにおける知見

を得ることは今後の新しい授業形態を検討する

重要な研究テーマであると考えられる。

龍谷大学においても.以前から Moodleや

ALC NetAcademy2と呼ばれる LMSが導入

されていたが.操作方法が困難であったり，語

学学習に特化したシステムであったりするなど

の理由から利用する教員は一部であった。それ

が2015年度に株式会社朝日ネットの提供する

manaba course4)の導入を契機に，大学からの

利用促進や FD(Faculty Development)活動

が展開され，多くの授業で利活用されるように

なってきている。著者らは.経営学部において

経営情報関連の100名を超える比較的大規模な

授業を担当している。一般的に.大規模な授業

になれば，学生のモチベーションや満足度が低

下することが報告されている(例えば [13])。

そのため.大規模授業における学生のモチベー

ションや満足度の向上.さらには各学生の主体

的学修や知識・スキルの増加を目指し，

Moodleや manabacourse あるいはその他の

ICTツールを積極的に授業に展開し.試行錯

誤を繰り返しながらプレンデイツド・ラーニン

グを実践してきた。そこで本研究では.我々の

これまでのプレンデイッド・ラーニングの取り

組みを紹介する。そしてその実践で得られた知

見を整理し.一部ではあるがその評価を行い，

今後の効率的・効果的なプレンデイツド・ラー

ニングや eラーニングについて考察すること

3) 富永ら (2014)p.162や玉木 (2010)p.15を参
日召。

4) manaba cou凶eについての詳細は.http:// 
manaba.jp/を参照。

各自の教育活動について報告.情報共有を図っ

てきているロ本研究はその成果の整理と報告を

行うものである。

2 本研究の位置付け

eラーニングの呼称、は様々であるとともに

その定義についても文献により様々であるが，

広義には青木5)や玉木6)の表現を援用しfIT
や ICTを利活用して行う教育や学習jととら

えることができる。狭義の eラーニングにつ

いてもとらえ方によって異なってくるが.例え

ば富永ら7)は「インターネットまたはイントラ

ネットを利用した教育・学習」としている。本

研究では，インターネットやイントラネットを

利用した教育や学習 (LMSの使用)のみなら

ず.授業中のパワーポイント等のスライドや

マークシートの利用.そして対面授業と

eラーニングの併用について検討するため.広

義の eラーニングを対象とする。

eラーニングの定義が多岐にわたるのと同時

に.その学習形態についても様々であり.いく

つかの視点での議論が行われている。玉木は

eラーニングの学習形態を「学習者の関わりと

時間による分類Ji学習者の関わりと場所によ
る分類Ji時間と場所による分類」でとらえて
いる8)。本研究では.講義科目(同期・集合

型)と eラーニング(非同期・分散型)を併

用したプレンデイッド・ラーニングを意識する

とともに. 100名を超える比較的大規模な授業

における個人学習を中心にとらえているため.

「時間と場所による分類Jに依拠する。図 lに
「時間と場所による分類」を示す。特に図 lの

「同期型集合学習」と「非同期型分散学習」が

本研究における eラーニング利用の対象領域

となる。

5) 青木 (2012)p.lOを参照。

6) 玉木 (2010)p.3を参照。

7) 冨永 (2014)p.157を参照。

8) 玉木 (2010)pp.lO-l4を参照。
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図l 時間と場所による分類9)
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図2 対而授業の割合による分類10)
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ブレンデイッド・

ラーニング

ハイブリッド・

ラーニング 卜ルオ…l
表l本研究の対象領域

対象とする授業:
コンピュータ実習などを伴わない経営情報関連の講義科目で.概ね
100名を超える大規模授業

授業形式 対而授業 (eラーニングで対面授業の代替は行わない)

eラーニングの目的 対而授業の補完(補強)

eラーニングのタイプ プレンデイツド・ラーニング

eラーニングの利用形態 同期現集合学習では一部利用.主として非同期型分散学習にて利用
L-・E・-

また青木11)は eラーニングを対面授業の割

合で分類している(図2)。我々は.対面授業

を補完(補強)することを目的に eラーニン

グを導入している。したがって.毎回の授業は

eラーニングを使用しつつも対面授業を必ず行

い.時間外の予習・復習や課題に eラーニン

グを利用するとし寸授業デザインを取っている。

9) 出所:玉木 (2010)p.14をもとに著者が本研

究の対象領域を追記。

10) 出所:背木 (2012)p. 13をもとに著者が本研

究の対象領域を追記。

11) 青木 (2012)pp. 12-13を参照。

対面授業を代替するようなデザインではないた

め.図2に示す「対面授業」と「プレンデイツ

ド・ラーニングJが対象領域となる。対面授業.
eラーニングともにメリット・デメリットがあ

り.eラーニング単独で既存の授業を置き換え
るものではないこと12) 両者を目的に応じて組

み合わせることでより効果・効率の良い学びを

提供することがプレンデイッド・ラーニングで

あること 13)が示唆されている D 本研究において

も.この観点に立って対面授業と eラーニン

12) 冨永ら (2014)p. 162を参照。

13) 玉木 (2010)p.16を参照。
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グ双方の利活用や関係について考察することを 読み取りに専用機器を必要とせず.一般的なス

目的としている。

表1に本研究が対象とする領域についてまと

める。

3 ブレンディッド・ラーニングに
至る経緯

ここでは.r経営と情報」という講義科目を
例に挙げながら，我々がプレンデイッド・ラー

ニングに至るまでの経緯について整理するo

「経営と情報Jは経営学部 l年次必修科目であ
り. 1年生の前期に割り当てられた講義科目で

ある。 l年生は100名強の5クラスに割り振ら

れ.現在は5名の教員が授業を担当している。

情報にかかわる授業ではあるが.コンピュータ

実習を伴わない科目である。また教室には教員

用のデスクトップコンビュータがl台用意され

ているだけであるが，数年前から各教室に

Wi-Fi環境が整備されており.学生は BYOD

(Bring Y our Own Device :私的デバイスの活

用)にて学内外のサービスを利用することがで

きるようになっている。なお.r経営と情報J
での取り組みについては.著者の一人である寺

島も [9.10. 11]でまとめている。

「経営と情報」は2∞1年度に開講された授業
である。当時から担当教員はパワーポイント等

のスライドを使用した授業も一部行っており.

開始当初から少なからずにTの利用は行われ

ていた。また担当教員によって様々ではあるが.

例えば出席禁による出欠確認や授業後にミニレ

ポートなどが行われていた。ただしこれらは紙

の出席票やレポート用紙を使用したアナログで

の実施であり.ICTの利用としてはパワーポ

イント等のスライドの使用にとどまっていた。

一つの大きな転換点となったのは.2013年に

著者の一人である小池がマークシートを使った

出席を始めたことである。スキャネット株式会

社が fスキャネットシートj14)と呼ばれるマー

クシートを販売している。このマークシートは.

14) スキャネットシートについては.http://wWW. 
scanet.jp/を参照。

キャナとスキャネットが無償提供するソフト

ウェアと連動することで容易にデータの集計や

採点を行うことができる。マークシートの種類

も豊富であり.出席カードのみならず.アン

ケート用紙や試験用紙. レポート用紙なども用

意されている。

2013年度の途中から.研究部会での小池の取

り組み報告をきっかけにして，数人の教員で出

席カードの利用を試行的に始めたが.この出席

カードには 5問10択の回答欄がついているもの

もあるため.確認テストなどにも使用していた。

その後徐々にアンケートや確認テスト.レポー

トなどにも利用を広げてきた。学生側はアナロ

グの用紙に解答していることに変わりなく.

eラーニングという意識はない。しかし教員側

では.アナログの出席カードを情報機器を使用

して読み取り.データ収集や採点を行ってきた

という観点から eラーニングの利用といえる

であろう。これまでの紙の出席票からマーク

シートの出席カードに代わることによって.あ

るいは出席カードで確認テストなどを行うこと

によって.教員側の出欠確認や採点作業は非常

に効率化された。研究部会ではここからさらに

マークシートを他の ICTツールや LMSに置

き換えることができないかについて検討を重ね.

2014年度以降の取り組みにつながることとなる。

2014年度からは「経営と情報Jのすべてのク
ラスで出席カードによる出席管理を行っており.

現在も続けられている(出席カード以外の

ICTツールで出席管理を行っている場合もあ

る)。もちろん出席管理や採点作業の効率化の

ためであるが.その他にも.r経営と情報Jが
1年生前期の必修科目であることから.授業を

途中で放棄する学生やその時期の把握などを行

う意味もある。また大学自体に来なくなる学生，

退学する学生を早期に発見するような試みも含

まれている。

そして2014年度からは.研究部会メンバーの

うち数名の教員が eラーニングを「経営と情

報Jに試行的に導入し始めた。具体的には.能
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図3 龍谷大学 Moodleトップ画面
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谷大学に既に導入されていた LMSである

Moodleを使った eラーニングを開始した。

Moodleはライセンスフリーのオープンソース

の LMSであることもあり，多くの大学に導入

されている。青木の2010年度の調査によると.

LMSを導入している日本の大学が40.2%

(1.084校/2，699校)であり.そのうちの43.0%

が Moodleを利用しており.日本の大学で最も

利用されている LMSであることが報告されて
いる15)。

図3に龍谷大学の Moodleのトップ画面を.

図4に2014年度「経営と情報(西岡担当)Jの
コース画面を示す。学生の場合は， Moodleの

トップ画而に.既に大学から用意された自学自

習用のコンテンツ (Office2013の入門講座.

TOEIC，統計学.物理学など)が表示される

とともに.現在受講中.あるいは過去に受講し

た授業で担当教員が Moodleを利用している場

15) 背木 (2012)pp.35-37を参!!日。

IYl~'孟E司久克としてロクイ〉しています{ロタアワト』

直亙亙盃二二ヨ

合は，その科目群が表示される。各教員が

Moodleを授業で使用したい場合は申請が必要

となる。教員が申請をすれば，その授業の受講

学生は自動的にユーザ登録され， Moodle上で

その授業のコースが利用できるようになる。

トップ画面の各授業名をクリックすることで，

図4に示すような各コースに移動できる。コン

テンツについては.各教員によって様々である

が，例えば「経営と情報(西岡担当)Jの場合
は.①受講ルールなど.②講義資料.③レ

ポート課題.④参考資料という順番で情報を

整理し各授業前後に情報を追加していく方式

であった。

この時期から学生も eラーニングを利用す

ることになったが.2014年度「経営と情報(西

岡担当)Jで使用した Moodleの機能は主に以

下のとおりである。

① 毎回の授業で使用する講義資料や参考資

料.毎回授業の最後に実施する演習課題.

受講ルールや試験情報などの提示
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図42014年度「経営と情報(西岡担当)JのMoodleコース画而
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② レポートの提示と提出・アンケートの実

施

③ 授業にかかわる重要な情報をニュース機

能で配信

この時期の LMSの利用形態としては，資料

の保管など授業の補助的な役割といった教員の

一方通行的な利用であり.学生と教員のインタ

ラクションも多くなく.プレンデイッド・ラー

ニングとしては初期の段階で、あった。学生は欠

席した場合の講義資料をダウンロードして復留

したり.授業毎の演習課題をダウンロードして

試験対策をしたりといった利用であった。資料

配布などについては.学生・教員双方にとって

効率化が図られるとともに.授業時間外の学習

環境を提供できたといえる。また.数回のレ

ポートを課し.Moodle上に公開するとともに.

提出および評価も Moodle上で行った。レポー

トには個別にコメントを返すこともでき.学生

は評価を Moodle上で確認することができる。

これにより. レポートについては従来よりも教

員と学生とのインタラクテイプ性が高まったと

思われる。このように Moodleの利用によって

一定の効率性の向上や教育的効果があったとい

えるが.この時点ではまだ導入を試みた段階で

あり.eラーニングと対面授業を連結した授業

デザインについては検討がなされていなかった。

さらに.Moodleは上述したように利用申請し

なければ使えないシステムであり.すべての授

業で利用されているわけではないため，各授業

単位の学習管理しかできないのが現状である。

そして Moodle自体も利用するために知識が必

要であったり.操作が複雑であったり.決し

て簡単に利用できるシステムであるとはいえな

し、。

2015年4月からは.Moodleに加えて.新た

なLMSである manabacourseが全学に導入

された。 Moodleとの最も大きな違いとして.

教員が利用するかどうかは別として.すべての

授業において LMSが利用できるようになった

ことである。 Moodleの機能に加え.各学生が
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履修した授業についてはすべて張録されている

ので. manaba COll!'se上での学習成県はすべ

て記録され.ポートフォリオに蓄積できるよう

にもなった。 また.スマートフォンに対応して

いたり.クリッカーによって学生の立見をリア

ルタイムで収集し表示させたりすることも Ilr能
である。

凶5に龍谷大学の manabaCOlll'Seのトッ プ

画商を.同6に2015年度「経営と情報 (1珂岡山

当)Jの コース両I師を示す。学生のj場合は.

manaba courseの トップ阿I自iに現在受講して

いる授業のコース一党や大学からの述絡などが

表示される。 もちろん過去の授業のコースもよよ

ることができる。 救日の場介は. 現ずdD.~して

いるJ受業のコース一覧や大学からの連絡が衣示
される。 トップ阿而の各授業名をクリックする

ことで. 1~6 に不すような各コースに移動でき

る。コンテンツについては.Moodle liiJ倣.科

教員によって微々であるが.Moodleに比べて

機能が|製られている分.ある科!度一定のキIJJIJ)j 

... ~ 

法になっていると忠われる。fylJえ(;fr続'此と情
報 (西側HI¥、円)Jの場合は. 1文16に示す「コー

スコンテンツ」へ各授業開始前に情報を追加lし

授業11Jに 「小 テストJrアンケートJrレポー
ト j などを')~JiI1i・採点して. r 1J!d~'U に反映さ

せるという )i式であった。

2015年度からは LfvlSの利川とともに綬業デ

ザインに ついても検討し~，:俗的なプレン

デイツド ・ラーニングを展開したH制りiである。

2015年l主.2016{I:.Jit r経営と抑制i(I'4i品Jfll当)J
で使!日 した manabaCOlll'Seの機能は主に以下

のとおりである。

① 旬1"1の授・3住で他}目する講義町中'1-や参考:'1ft

キ'1-.41):阿J受~~の以後に尖絡する IU{151 3染組.

受議Jレールや試験iì矧iな と'の~l~/J~

② II¥J市カードを使った11¥欠やi肉料課題

(マークシー トの代科)・II'，)市カードをク

リッカーとして利m
③ 小テストヤアンケートの悦ぶと;k;Ji，色・ほ

.'.1，(， レポー トの舵示と舵11'，・ 保J
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同62014年度 「経営と情報 (i!!il附旦当)Jの manabacOllrseコース凶ii函
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刷、，砂時期凶岬胸、岡崎""吻帖W咽.!.マニュアル

日 tdbym，n.・-、

8; 1写阿の平常点を公1l~1

o 授業にかかわる重要な情報をコース
ニュースで配信

⑤ 掲示板の設置

manaba courseはi'vloodleに比べて機能が特

化されており「経営と情報(西岡担当)Jにお
いても「プロジェクトJ機能以外ほぼすべての
機能を利用した。また Moodleに比べるとか

'1: .数日にとってもわかりやすく使いやすい

LMSであると忠われる。
これらの機能を，f1J活mしたプレンデイツド -
ラーニングについては次章で詳しく述べる。

4 経営情報関連科目でのブレンデイツ

ド・ラーニングの実践

2013年以降.ffr.らは各自の授業において
ICTツールやしi¥ISを手1J活用しながら段階的に

ブレンデイッド ・ラーニングを進化させてきた。

しかし.全く同じ取り組みではなく.各数日に

よっていくつかの逃いがある。そこでここでは.

具体的な取り組みとして.r経営と情報 (寺島
担当)Jと 「経営と情報 (西岡担当)J. さらに
「経営とコンピュータ利用 (野間担当)Jのプレ

ンデイツド ・ラーニングについて紹介する。

まず しt-，/lSを利用する前である2013年度の授

業デザインの一例 <f経営とげ開uの場合)を
図7に示す。「椛'日-と間報」については寺島

担当 l国間抱:!1ともにほぼ|司じ方式であった。

授業毎に印刷した資料を配布し.パワーホ.イン

トスライドを使用した講義を行った。そして講

義後にマークシートや専用川紙を用いた復習小

テストを実施して授業は終了する。授業終了後

に教Hは~üW小テストを採点し ， その問の成績

(平常点)を付けていた。時にはレポートなど

の課題を出題して終了することもあり.その場・

合学生は授業l時間外に課題に取り組むことも

あった なお.この時点ではまだ学生に対して

毎回の平常点の公表は行われていなかった。
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図72013年度の「経営と情報jの授業デザイン (LMS利用なし)

9 

第l回J受業 第2匝l授業 第3回授業

イントロダクション 前回の復習 前回の復習

授
講義 。講義 。 。ーーーー畳ーーーーーーーーーーー--ーー骨ーーー

業 :パワーポイントのスライドを使った講義: :パワーポイントのスライドを使った講義; ;パワ一ポイントのスライトを使った講義;
: (印刷物あり)中 : (印制物あり) : (印制物あり)

ーーーーーーーーーーーーーーーー・・骨曲ーーーーー e・ー・・ーーーーーーーーーーーー喧喧ーー' ー

復習小テスト実施 1M習小テスト実施 復習小テスト実施
(マークシート・専用用紙) (マークシート・専用用紙) 課題出題 (マークシート・専用用紙)

寵課習題小解テス答トヲ課・Z提題2等て出揖ご(占学(教生員)) 二

4.1 r経営と情報(寺島担当)Jにおける実践
図8に「経営と情報(寺島担当)Jの2014年
度から2016年度の授業デザインを示す。 eラー

ニング.特に LMSを利用した部分は色を付け

て囲んでいる。まず2014年度は初めて LMSの

Moodleを導入した段階であり，資料の配布や

時間外の課題の出題や解答に利用された。毎回

の授業は前回の復留から始まり.パワーポイン

トスライドを使用した講義を行う。スライドや

その他の資料は印刷して配布するとともに，

Moodle上にも公開し 学生がダウンロードし

て利用できるようにした。講義が終了すると.

その聞の復習や出席などのためにマークシート

の復習小テストを実施するとともに.授業時間

外で実施する課題を出題し(図 9参照). 

Moodle上で解答するように指示して授業を終

了する。授業終了後に学生は各自が Moodleに

アクセスし諜題に解答したのち提出を行う。

教員は提出された課題 および復習小テストを

採点し.その回の成績(平常点)を付けるとい

う流れであり.毎回ほぼ同じデザインで運用さ

れた。 2014年度の時点では.授業時間外での

Moodleの利用を主としていたことが特徴的で

あり.毎回の平常点を学生に公表することも行

われていなかった [9]。

20日年度は.全学に LMSの manabacourse 

が導入されたこともあり 本格的に LMSを利

用したプレンデイッド・ラーニングを開始した

時期である。この段階では 授業中にも学生の

BYOD (特に.スマートフォン)によって
manaba courseにアクセスさせ.これまでア

ナログで実施してきた出席や資料配布，課題な

どすべてを LMSに置き換えて運用を試みた

[9， 10J。授業開始時に学生はまず BYODに
よって manabacourseにアクセスして出席を

行う。その後，前回の授業の復習，パワーポイ

ントスライドを使用した講義を行う。スライド

やその他の資料は事前に manabacourse上に

公開し.学生がダウンロードして利用できるよ

うにした。 2014年度と異なか資料は印刷物と

して授業中に配布しないため.学生は事前に印

刷して持参するか manaba course上の資料

を聞いて.講義を聴くことになる。講義が終了

すると.その回の復習などのための小テストを

実施するのであるが これもマークシートから

manaba courseでの実施に切り替えた。そし

て授業時間外で実施する課題を出題し(図10参

照)， manaba course上で解答するように指示

して授業を終了する。授業終了後に学生は各自

が manabacourseにアクセスし.課題に解答

したのち提出を行う。教員は提出された課題.

および復習小テストを採点(課題によっては.

manaba courseの自動採点も利用)し，その

回の成績(平常点)を付ける。平常点は manaba
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図8 i経営と情報(寺島担当)Jの授業デザイン
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course上に公開され.学生は毎回の平常点の を開始した時期である。この段階では.紙での

確認や諜題の振り返りを行うという流れであり， 資料配布を止め.事前に manabacourseに資

毎回ほほ同じデザインで運用された。しかし 料を公開し各自印制して持参するか.あるい

授業中の学生の BYODにはいくつかの間題が
あり 16)，2016年度には授業中の manaba

courseの利用を控える形の運用に再設計され

たa

2016年度は， 20日年度のプレンデイツド・

ラーニングの評価を踏まえ 授業中の manaba

courseの利用を極力抑え.授業時間外での利

用に切り替えた [11]。授業中に manaba

courseを使用することは控えたが，スライド

やその他の資料を教員が授業中に配布すること

はせず，事前に manabacourse上に公開し，

学生がダウンロードして利用できるようにした。

また20日年度は講義終了後の復習小テストを

manaba courseを使って実施していたが.こ

れもマークシートを利用する形態に戻した白授

業時間外で実施する課題については， 20日年度

と同様であるo 学生は授業終了後に各自が

manaba courseにアクセスし.課題に解答し

たのち提出を行い.教員は提出された課題，お

よび復習小テストを採点し.その回の成績(平

常点)を付け.学生はそれを確認するという流

れであり.毎回ほぼ同じデザインで運用された。

4.2 r経営と情報(西岡担当)Jにおける実践
図11に「経営と情報(西岡担当)Jの2014年

度から2016年度の授業デザインを示す。 eラー

ニング.特に LMSを利用した部分は色を付け

て囲んでいる。 2014年度は概ね「経営と情報

(寺島担当)Jと同様の流れである。講義終了後

に復習小テストをマークシートを使用して実施

する点は共通しているが，授業時間外で毎回課

題を出題していない点で寺島の方式とは異なっ

ている。また2014年度の時点では，毎回の平常

点を学生に公表することも行われていない。

2015年度は， r経営と情報(寺島担当)J同様，
LMSを多用してプレンデイッド・ラーニング

16) 詳細については. [9. 10Jを参照。

は学生の BYODによって資料を閲覧するよう
に指示した。学生は授業開始時に manaba

courseにアクセスして出席を行うのであるが.

その際.前回の復習を行うためのいくつかの間

題も用意しその結果や解答例を示しながら前

回の復習を行った。さらに講義後には.講義内

容を復習する小テストを manabacourse上で

実施した。また.講義に時間を要する場合には，

講義後に復習小テストではなく課題を出題し.

学生は授業時間外に manabacourseにアクセ

スして課題に解答・提出したo授業終了後.教

員は毎回学生から提出された出席や小テスト.

課題を採点し，その回の成績(平常点)を付け

るo平常点は manabacourse上に公開され.

学生は毎回の平常点の確認や課題の振り返りを

行うという流れであり 毎回ほほ同じデザイン

で運用された。しかし寺島と同様に.授業中

の学生の BYODには問題が散見され.2016年
度には授業中の manabacourseの利用を出席

時のみに限る形の運用に再設計された口

2016年度は，授業中の manabacourseの利

用を出席での利用のみに切り替えた。同時に.

2014年度同様.スライドやその他の資料は印刷

して配布するとともに.事前に manaba

course上にも公開し学生がダウンロードし

て利用できるようにもした。また講義後の復習

小テストも manabacourseからマークシート

へと変更した。授業時間外で実施する課題につ

いては， 20日年度と同様に manabacourseを

利用した。学生は授業終了後に各自が manaba

courseにアクセスし.諜題に解答したのち提

出を行い，教員は提出された課題.および復習

小テストを採点し.その聞の平常点を付け，学

生はそれを確認するという流れであり.毎回ほ

ぼ同じデザインで運用された。

2016年度の特徴的な点としては.授業中に

manaba courseの出席カードの使用を残した

点である。これは.出席時に前回の授業内容の
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図l1 r経営と情報(西岡担当)Jの授業デザイン

(2014年度授業デザイン (Moodle)) ※口は LMSの利用

第 l回授業 第2回授業 第3回授業

イントロダクション 前恒lの復習 前回の復習

講義 。講義 。2i|i川 ーーーーーーーーーー曹司
-
-ーーーーー，ーーー，

パワーポイントのスライドを使った講義 ;パワーポイントのスライドを使った講義:

中 : (自lli盟主Q'M∞dle上lこも公開): (f:血盟副!.Moodle上にも公開) : (魁盟些'Mo叫le上にも公開): 
------------------------

出席|
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てLJ』

i出席・復習小テスト採点(教員)j 
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てし _7 てよ~
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; 
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イントロダクション 出席(小テスト)I前回の復習 出席(小テスト)I前回の復習

2||iwm桶[)
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， 
ー ーーーーーーーーー------

復習小テスト実施(マークシート) 課題出題

:課題解答・提出(学生) 1 ;出席・復習小テスト採点公表(教員)1 i
課題解答てと・提j;..

出(学生?..l
i
出席保・点課の題確採認点公(学表(生教)員u 採点の確認(学生)

‘出席採課点の題確採点認公(表学(生教)員u

13 

。

。

。



14 主宰丘町{. l_':・ラe: Ii~ 
'i~: 向づ. "間対C Vol. 56 No.4 

図12 出席カードをf史ったクリッカーの例
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復習を含めた小テス トを実施するとともに，出

席カー ドのクリ ッカー機能 (図12参照)を使用

することが目的である。クリッカーは集計結果

を即座にスクリー ンに反映させることができ.

学生は回答結果をすぐに知ることができる。こ

の機能によって前回の復習の結果を示しながら.

解説ができるだけでなく ，これから説明する講

義内容に興味 -関心、を持たせるきっかけにもつ

ながると考えられる。

4.3 r経営とコンビュータ利用 (聖子問担当)Jにおけ
る実践

「経営とコンピュータ利用」 は経営学部 l年

次選択必修科目であり.1 年生の後期に割り当

てられた講義科目である。この授業は2クラス

用意され，現在は2名の教員が授業を担当して

いる。「経営と情報Jと同様に情報にかかわる
授業ではあるが.コンピュータ実習を伴わない

科目である。例年「経営と情報Jよりも受講者
は多く .200名を超える大規模授業である。こ

こでは.i経営とコンピュータ 利用 (野!日]担
当)Jについての笑践を紹介する。2015年度の

manaba course導入とと もに本格的なプレ ン

デイッ ド・ラーニングを開始したわけであるが，

それまでの授業デザインと2015年度以降の授業

デザインを図13に示す。従来は「経営と↑古一報

(寺島 ・西岡担当)Jと同様に，毎回印刷した資

料を配布しパワーポイン 卜のスライドを使用

した講義を行っていた。異なる点として.野lIiJ

は復習小テス トを次回の授業の始めに実施して

いたこと . さらに当時から勾闘の成績 (平1;~""

点)を公開していたことである。

2015年度以降は manabacourseを利用し

資料を公開するとともに. 印刷した資料も配布

した。毎回の授業は.前回の復習を行ってから

講義を行うという方法であった。講義後には.

講義内容を復習する課題を manabacourse上

に出題し授業を終了した。課題実施期間は5

日間であり.学生は授業時間外に manaba

cours巴にアクセスして説題に解答 ・提出した。

謀題提出後.教員は学生から提出された謀題を

採点し.その聞の平常点を付ける。平常点は

manaba course上に公開され.学生は毎回の

平常点の硲認や課題の振り返りを行うという流

れであり.毎回ほほ閉じデザインで運用された。

「経営とコンピュータ利用 (野間担当)Jでの特
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図13r経営とコンピュータ利用(野間担当)Jの授業デザイン

(従来の度授業デザイン (LMS利用なし) ) 
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: (印制物あり，manaba上に公開): : (印刷物あり.manaba上に公開): 出ト(印ー刷物あり
- ・・・・・・・--------
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『と/ら てl_~ てと~

いいI~ド…タiiJ寺iト勺 課課採題題解点採の答点確公認徒表出(学(教(‘学生員生))) ー
i課題解答・提出(学生); :課題解答・提出(学生)1 

課題採点公表(教員) 課題採点公表(教員)

採点の確認(学生) 採点の確認(学生)

徴的な点としては授業中には manabacourse 

を一切利用せず.授業時間外での利用に限定し

た点である。また， 2015年度・ 2016年度ともに

同様の運用が行われている。

5 ブレンディッド・ラーニングの

評価と考察

4寧にてプレンデイッド・ラーニングの実践

について 3つの授業例を取り上げた。ここでは，

これらの実践から得られた知見をまとめるとと

もに，プレンデイツド・ラーニングの成果に関

する部分的な評価を行い.今後の効率的・効果

的なプレンデイッド・ラーニングや eラーニ

ングについて考察する。

特に LMSを利用したブレンデイッド・ラー

ニングでは，資料の配布や保管庫として使用す

ることで.教員.学生ともに資料授受の効率化

を図ることができたのは間違いない。さらに

学生は LMSで復習テストや諜題に取り組むこ

とで.自身の解答結果や正答を知ることができ，

各自で振り返りを行うことができることも

LMSを導入した効果であろう。これらの効果

については， LMSを使用したプレンデイツ

ド・ラーニングの初期段階から得ることができ

た。ただし龍谷大学において学生の BYOD

で授業中に LMSを使用することには.教室の
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表2 学期末試験の結果

寺島担当 | 西岡担当 野間担当

平均値|受験者数|平均値|受験者数 平均値|受験者数

標準偏差|履修者数|標準偏差|履修者数|標準偏差|履修者数

慨し .?JJ-!?--1.5三.1.10Ti.?♂
12.84 115 12.08 

60.2 101 63.6 
2014年度

15.56 109 14.57 

68.6 110 70.6 
20日年度

14.83 114 12.11 

59.2 100 69.0 
2016年度一-

14.20 103 13.79 

電波状態，パケット制限やバッテリー状況，持

ち忘れなどへの対策が行われていないことから，

現状では限界がある。そこで.2016年度の「経

営と情報(寺島担当・西岡担当)Jにおいては

LMSではなく.従来型のマークシートや専用

用紙による復習テストなどの実施を余儀なくさ

れた。しかしこれらアナログでの復習小テス

トや課題の結果も教員が LMS上に公開しなけ

れば.一部のデジタル上の結果しか公開される

ことにならず.学生は LMSへアクセスする機

会が減り，プレンデイツド・ラーニングのため

の積極的な LMSの利活用にはつながらない。

そのため教員は.LMS上で実施した課題など

の結果のみならず.アナログで実施した課題な

どの評価や正答も公開しすべてを LMS上で

確認 (i見える化J)できるようにすることが望

まれる。また学生は LMS上のコンテンツをす

べて見ているとは限らず，学生によって.ある

いは情報によってアクセス状況が異なっている。

つまり，教員にはアナログとデジタルとの連携

をさらに強めるとともに，学生には LMS利用

を促進するような授業デザインも要求される。

そして.学生と教員.あるいは学生聞のイン

タラクテイプ性を高めるために LMSの掲示板

機能を使用していつでも質問を受け付けるよう

な仕組みも形成したが.掲示板上で質問が出る

113 10.02 361 

119 

131 

116 60.0 3∞ 
120 10.05 353 

121 

125 

ことはほとんどなかった。これについて学生に

インタビュー調査を行った結果. 100名を超え

る大規模授業で自身の名前を出して質問するこ

とに嫌悪感を抱いている傾向が強かった。

manaba courseでは課題やレポートを提出す

れば.他者に見られることなく個別に質問でき

る場も用意されており.それらの場での質問や

授業終了後に学生から対面で質問を受ける機会

は多かった。ただ.質問によっては個別に対応

するよりも.全員で共有しておいた方が良い質

問や回答があったり.その質問や回答を他者が

見ることによって新たな気付きを得たりする機

会も増加することが予想される。そのため.全

員が閲覧可能な共有の場で質問と回答を活性化

させることもプレンデイツド・ラーニングの成

果の一つになると思われる。そこで例えば.学

生は匿名で瞥き込むことができ.他の学生にも

匿名表示されるが.教員には誰が書き込んだか

が分かるような半匿名の書き込みができるよう

な仕組みも必要になってくるであろう。また.

共有の場で質問を行う意義などについても学生

に認識させることが重要である。

次にプレンデイツド・ラーニングの成果につ

いて.各授業の年度毎の学期末試験の成績の比

較を行う。もちろん学期末試験の成績はプレン

デイッド・ラーニング以外の要因からも影響を
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図14 r経営と情報j の2013年度~2016年度の平均値・標準偏差の推移
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表3t検定結果

寺島担当 西岡担当 野間担当

2013年度一2014年度 4.598申申 6.591'帥 一

2013年度-20日年度 0.336 6.526"'''' 0.106 

2013年度一2016年度 5.395柿 2.891榊 一

2014年度ー2015年度 4.012申申 4.013申申 一

2014年度-2016年度 0.506 2.978申申 一

20日年度一2016年度 4.711申市 0.920 一

受けることが考えられるため.あくまでも評価

の一部であることを付記しておく。表2に2013

年度から2016年度の「経営と情報(寺島・西岡

担当)J. 2013年度と20日年度の「経営とコン
ピュータ利用(野間担当)Jの学期末試験の結
果(平均値と標準偏差) および各年度の履修

者数と学期末試験を受験した受験者数を示す。

「経営とコンピュータ利用(野間担当)Jについ
ては.2014年度は野聞が担当しておらず.2016 

年度は後期科目のため. まだ学期末試験結果が

明らかになっていなし」また，年度毎の学期末

試験の平均値と標準偏差を図14に示す。寺島担

当.西岡担当ともに平均値に差はあるもののほ

ぼ同様の分布で推移している。表3に平均値の

(榊 1%有意)

差の検定(t検定)を行った結果を示す。

表3より.r経営と情報(寺島担当)Jについ
ては.20日年度と2015年度の成績が2014年度と

2016年度に比べて良くなっている。「経営と情

報(西岡担当)Jについては.2013年度の成績

が最も良く.2015年度と2016年度の成績が続き.

2014年度の成績が最も悪い。「経営とコン

ピュータ利用(野間担当)Jについては.2013 
年度と2015年度に有意差はなかった。寺島担当，

西岡担当ともに.LMSを使用しなかった20日

年度の成績が良く.Moodleを使用した2014年

の成績が悪いことがわかる。もちろん試験結果

には各年度の試験の難易度や講義内容などの

様々な要因が絡み合っているため.LMSやプ
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表4r経営と情報(西岡担当)Jの2015年度・ 2016年度の各変数集計結果

manaba 1 平常点 IJJ th: m~ In，¥ I 学期末試験
I 1， n~ ;':::'_h. ¥出席率(%) 1 アクセス回数 10∞点満点) 1 ....."1.--0 ¥ 'VI 1 (100点満点)

平均値
20日年度いー

2016年度

標準偏差

平均値

標準偏差

平均値

254.1 

お.60

155.7 

56.27 

203.9 

78.7 94.0 70.6 

9.91 9.91 12.11 

78.2 94.7 69.0 

14.25 11.24 13.79 

78.5 94.4 69.8 
三』 号牛 島・・・・・・・・・・・・・・・・・b・・・・・一一・一一_____..f・一一一..ロロt

標準偏差 87.23 12.30 10.ω 12.99 

表5 各変数の相関係数

manaba 
平常点 出席率 学期末試験

アクセス回数

授業デザイン -0.565 -0.022 0.033 -0.060 

manabaアクセス回数 0.302 0.206 0.245 

平常点 0.752 0.492 

出席率 0.269 

表6 重回帰分析結果

偏回帰係数

授業デザイン 0.391 

manabaアクセス回数 0.017 

平常点 0.484 

定数項 28.176 

レンデイッド・ラーニングが原因であるとは一

概には言えない。しかし2014年度は LMSあり

きでプレンデイツド・ラーニングを導入した初

期の段階である。そのため.とにかく LMSの

機能を模索しながら 可能な機能を授業に試行

的に取り入れていた。ただし LMSはあくま

でもツールであり メリット・デメリットを把

握するとともにタイミングなどを計りながら運

用することが重要であるo また.r経営と情報」
はl年生前期の科目であり.入学後すぐの必修

科目であることを考慮すると.学生の ICTの

利用レベルも検討しておく必要があった。 2014

年度段階では.授業デザインやユーザ(学生)

標準誤差 t値

1.813 0.216 

0.011 1.566 

0.064 7.563料

4.933 5.712柿

(柿:1 %有意)

の利用レベルなどが検討できていなかったこと

が成績低下の一つの要因であるとも考えられる。

2015年度以降は Moodleから manabacourse 

にLMSを変更してプレンデイツド・ラーニン

グを実践したロその結果 一部成績の向上も見

られたが，いずれも2013年度のLMSを使用し

ない時点での成績までには到達していない17)。

LMSを使ったプレンデイツド・ラーニングに

よって成績の向上が見込まれるということを本

研究では言及することができなかった。

17) r経営と情報(寺島担当)Jの2015年度と2016
年度の比較については. [1日にて考察されてい

る。
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ここで， r経営と情報(西岡担当)Jについて
は.2015年度と2016年度の学期末試験の結果に

差がみられない。 20日年度と2016年度は manaba

courseを使用したプレンデイツド・ラーニン

グを行っており.さらに講義内容や各授業終了

後の復習小テスト.課題 学期末試験はほぼ同

様の内容である。異なる点としては.授業デザ

イン(図11参照)であった。そこで.学期末試

験に影響を与える変数について検討するために.

manaba courseへのアクセス回数.復習小テ

ストや課題からの平常点(100点満点)と授業

への出席率，学期末試験 (100点満点)を抽出

した。なお.学期末試験を受験していない学生

については集計結果から除いている。それぞれ

の集計結果を表4.各変数の相関係数を表5に

示す。そして.学期末試験を目的変数.

manaba courseへのアクセス回数，平常点18)

さらに授業デザインをダミー変数として重回帰

分析を行った結果を表6に示す (R= 0.502. 

R2=0.243. F=26.220 (1 %有意))。

この結果から，平常点が学期末試験に影響を

与えることは明らかとなったが，授業デザイン，

あるいはmanabacourseへのアクセス回数が成

績に影響を与えるとは言えない。つまり今回の

実践においては， LMSを授業中に積極的に使

用するかどうか.あるいは LMSに頻繁にアク

セスするかどうかが成績向上へとはつながると

は言えないことが明らかになった。なお表4か

ら20日年度と2016年度の manabacourseへの

アクセス回数には有意差が認められた (t

= 10.407 (1 %有意))。この原因として.2015 

年度は印刷した資料を配布せずに講義を行い.

2016年度は印刷した資料を配布して講義を行っ

たことが挙げられる。つまり授業のデザインに

よって LMSへのアクセスが変動することが明

らかとなった。安達[1]は， eラーニングへ

のアクセス数が最終試験成績に影響することを

報告している。さらに北深ら [5Jは， LMSの

効果に対する認識が高いと授業に対する本質的

18) 平常点と出席率の聞には強い相闘がみられたた
め.出席率を除いて重回帰分析を行った。

価値が高まり.本質的価値が高まると.反復学

習や努力などのような学習に対する姿勢が高ま

るという因果関係の存在を示唆している。本研

究では，プレンデイツド・ラーニングの利用が

成績を向上させるという結果にはつながらな

かったが，授業デザインによって LMSの利用

を高めることはできることから.授業の本質的

価値を高め.学習に対する姿勢を高める可能性

は十分に考えられるであろう。

ここまで.我々の LMSを利用したプレン

デイツド・ラーニングの実践とその評価の一部

について検討した。これまでの取り組みは資料

の保管庫や課題などの復習の場.一部追加資料

の提示としての活用が主であり， LMS上で新

しいコンテンツを学習させるような発展的な授

業をデザインしていなかった。今後は授業中に

説明しきれなかったコンテンツなどの提示を

LMS上で行うとともにその復習も LMSで実

施できるような仕組み.そしてその学習内容を

次回の授業で活用できるような反転学習を展開

することも重要であると思われる。あるいは.

各学生の習熟状況に応じて eラーニングでの

学習内容を変更するような施策も可能であろう。

宇佐美ら [4Jは，対面授業と習熟度別テスト

を併用したプレンデイッド・ラーニングと，さ

らに授業時間外の Web学習を組み合わせるこ

とで.学習者の持続的な学習が可能になること

を報告している。レベルに合わせた個別学習も

eラーニングのメリットであるといえるが，同

時に主体的学修のための動機付けがなければ.

その成功は考えにくいことから.併せて検討を

進めることも必要である。

また.横111ら口4Jは eラーニングの課題

として，システムの操作方法の指導と支援，教

室での Wi-Fi環境の整備など.システムを十

分活用できる教育環境の拡充の必要性について

触れている。本研究における実践においても.

同様の課題が表出化され.LMSの使用を制限

しなければならない状況になった。新技術を導

入する際には.それを使用する人・組織につい

ても同時に検討しておかなければならない。
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LMSを導入したのであれば，それに対応でき

るネットワークインフラなどを検討しておく必

要があるだけでなく.組織としての利用指針や

活用方法などの体制作りも重要であろう。また.

ほとんどの学生は1年生で初めて LMSに触れ

ると恩われる。そのため初心者に向けた

LMSの指導やマニュアルの作成.あるいはサ

ポートなどとともに.段階的に LMSに慣れて

いくような仕組み作りも組織として取り組まな

ければならないテーマであるかもしれない。技

術 (LMS).人(学生・教員).組織(大学)

のバランスのとれた成長がプレンデイッド・

ラーニングによる学生の効率的・効果的な学修

につながると考えられる。

6 おわりに

本研究では.我々のこれまでのプレンデイツ

ド・ラーニングの取り組みを紹介したうえで.

実践を通して得られた知見の整理や一部ではあ

るがその効果に関する評価を行い.今後の効率

的・効果的なプレンデイッド・ラーニングや

eラーニングについて考察することを目的とし

た。今回の実践では.資料配布の効率性や課題

や評価などの見える化による効果については一

定の成果があったといえるが.LMSを使った

プレンデイツド・ラーニングによって成績の向

上が見込まれるということまで言及することは

できなかった。また.授業デザインによって

LMSの利用を促進させることができることが

明らかとなった。そこで，今後は LMS上で新

しいコンテンツ.あるいは補助的なコンテンツ

を充実させることで.知識・スキルの増加や主

体的学修へとつなげる取り組みが必要である。

また.本研究ではプレンデイツド・ラーニング

の授業デザインが中心で，取り組みに対する評

価が十分に行われていないという課題もある。

今後はプレンデイツド・ラーニングにおける成

績の評価のみならず.学生の意識や学修姿勢な

どについても評価を行いながら.プレンデイツ

ド・ラーニングについての一層の知見を得るこ

とが肝要である。
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